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Abstract
The objective of this research note is to introduce the paper entitled “A Study on the Application of Ecological 
Carrying Capacity Based on the Ecological Footprint Model in Chongming Island”made by Mr.LIAO Shuiwen, 
supervised by Prof.Dr. HUAN Shenfa of DONGHUA University ,China, and to examine the meaning the importance 
of Ecological Footprint study for the Chongming Island. The summarize of this paper is as follows.
“As the largest alluvial island in the world, which formed around 1300 years ago, Chongming Island in China has 
unparalleled ecological values. As the forefront of Shanghai’s further development, a master plan (2005-2020) was 
enacted for the whole island in 2005 by the Chinese central government and Shanghai municipal government, which 
will make Chongming Island become an eco-island with beautiful landscape, self-contained urban functions, sustained 
economy, and civilized society. Based on the historical ecological footprint evolution trend of Chongming Island and 
the master plan (2005-2020), this study conducts an analysis on ecological carrying capacity and ecosystem security 
of our research region, which through using the ecological footprint model. According to the local circumstances of 
land resource in Chongming Island, the aerospace remote sensing technology was used and the land use was divided 
into six types: farmland, woodland, water land, under construction land, wetland and fossil energy land. Especially 
the fossil energy land was consisted of woodland and wetland. Thus, the ecological footprint model suitable for 
Chongming Island was established.The dynamic results of ecological footprint from 2001 to 2008 in Chongming Island 
showed that the amount of ecological footprint and the ecological footprint per capita have overall upward trends 
except in 2002. With the economic development in Chongming Island, the proportion of fossil energy land becomes 
larger and larger. Although the GDP is increasing year by year, the GDP ecological footprint is still in early stage 
and lower than most other cities in China. This means that the material consumption level in Chongming Island is 
still at a low level. From 2006 to 2008 the ecological footprint pressure index is between 0.8 and 0.9, which shows 
that the ecosystem is still in ecological reserve, but start to enter into a critical state. The ecosystem balance should 
be considered with the further development of Chongming Island.
The prospect of ecological footprint in Chongming Island was also predicted. Because the proportion of fossil energy 
land become larger yearly the ecological footprint will increase slightly in 2010 and 2020. On the contrary, with 
the decrease of farmland area, the ecological carrying capacity per capita in 2020 will be less than it in 2010. The 
































































3.21 ～ 4.20m（呉淞の標高 0 ｍは参照とする）の地帯は
総耕地の 90.65％に占め、標高 3.20 ｍの低地は総耕地の
3.48％に占め、標高 4.21 ｍの地帯は総耕地の 5.87％であ
of the master plan (2005-2020), which leads to the constantly increase of ecological pressure. Therefore in the eco-
island construction process, the master plan should be adjusted to ensure the ecological balance of Chongming Island. 
It is means that the conflicts between social & economic development and environment conservation must be paid 
attention”.
Finally,We examined the meaning and future prospects of ecological footprint’s study through this paper.
－ 66 －






8 つ、土壌タイプ 35 個である。土壌耕作の厚さは、一






















年間日照時間は 1,898.8 時間、年間平均気温は 16.4℃、
年間最低温度は零下 6.4℃、最高温度は 38.0℃である。
年間無霜期間は 331 日であり、年間降雨日は 127 日であ
り、年間平均降雨量 1,023.9 ミリメートルである。年間
豪雨平均 4 回で、雷雨日数は 39 日である。台風、豪雨
は崇明島の一般的な災害性気候である。崇明気象局が
1949-2005 年を記録した台風の統計解析によると、毎年




























川は 32 ヶ所で、合計 352.61Km がある。潮水を防ぐこ
とと内陸河川の水位を制御するために、県級の河川の北
と南の端は、合計 27 水門を建てている。崇明島は鎮級
の川が 447 ヶ所で合計 1,191.26Km がある。村級の川は
639 ヶ所があり、合計 273Km がある。鎮級の川と県級
の川が大体垂直的につながり、川の標高は普通 1.0 ～

































2008 年崇明島の戸籍人口は 61.88 万人である。その中
に、非農業人口は 21.45 万人、農業人口は 40.43 万人で
合計 26.56 万世帯である。2008 年の出生率は 5.55‰、死
亡率は 9.28‰、自然増加率はマイナス 3.73‰である。
図 2 から見ると、崇明島はこの数年の人口数は減少し
ている。2001 年の 64.7 万人から 2008 年の 61.9 万人ま
で減らした。農業人口も減少する勢いにあり、2001 年
の 49.5 万人から 2008 年の 40.4 万人まで減少していると
ともに、非農業人口が増加する勢いにある。2001 年の





の増加値は 137.7 億元で、去年より 12.1％を増加した。
その中、第一産業の増加値は 17.7 億元で、去年より 5.36％
増加となり、崇明県増加値の 12.8％を占めた。第二産業
の増加値は 68 億元で、去年より 13.0％を増加し、崇明
県増加値の 49.4％を占めた。第三産業の増加値は 52 億
元、去年より 13.5％を増加し、崇明県増加値の 37.8％を
占めた。
崇明島例年 GDP と一人当たり GDP の変化状況は図 3
が示しているように、増加の傾向がある。2006 年から
GDP は 100 億元を超え、2003 年から一人当たり GDP
は 1 万元も超えて 2008 年の時点で 2.2 万元に達した。
－ 68 －




23.9％から 2008 年の 12.8％まで、年々減少している。
第二次産業は、2001年の38.2％から2008年の49.4％まで、
年々増加している。第三次産業は、2001 年の 37.9％か


















政策科学 24 － 2, Feb. 2017
積変化は主に干潟の面積が変わっている影響である。崇
明島の干潟は東灘、西灘、南灘と北灘 4 つのブロックに
分けられている。干潟の面積は 2000 年の 5.99Km² から
















172.75Km の長さで円になっている。県級川は 32 ヶ所で、
合計 352.61Km がある。潮水を防ぐことと内陸河川の水
位を制御するために、県級の河川の北と南の端は、合
計 27 水門を建てている。崇明島は鎮級の川が 447 ヶ所
で合計 1,191.26Km がある。村級の川は 639 ヶ所があり、
合計 273Km がある。鎮級の川と県級の川が大体垂直的
につながり、川の標高は普通 1.0 ～ 1.5 ｍであり、河床





2006 年水質到達率は年々減らし、2006 年は 82.2％にま
で減らした。2007 年から 2008 年をかけて水質到達率は
92.1％まで上回り、揮発性フェノール、溶存酸素量と全
リンが規準を超えたことは要因となる。





島の水源地の水質到達率は 86.4％であった。直近 8 年間
の飲用水の水源地水質の変化から見ると、変動する勢
いを示した（図 5）。2001-2004 年水質が良好で、到達


























































政策科学 24 － 2, Feb. 2017
崇明島の水域態系では、明珠湖と北湖の二つの湖があ
る。河川は主に「1 環 29 竪」である。川と海に近い崇
明島は、水資源が十分である。開発可能な水資源総量





















































トプリントは 573,627.17gha であり、2001 年の 1.5 倍に
なった。
2002 年の総エコロジカル・フットプリントが一番低

















費量は年々減少している。2001 年に比べ 2008 年には一
人約 5Kg を減少させた。また、一人当たりのアルコー
ル消費量も大幅に減少している。2001 年に比べ 2008 年
には一人約 8Kg を減少させた。しかし、2001 年より
2008 年の一人当たりの野菜消費量は約 30Kg 増加し、牛
乳や乳製品は 1.5Kg の増加もあった。
（2）エネルギー消費の増加。2008 年の電力消費量は





























j： エコロジカル・生産性土地の類型（①.Crop Land、②.Forest Land、③.Fishing Ground、④.Built-up Land、⑤.Wetland、
⑥ .Carbon Uptake Land）；
ci： 第 i 種の民需品において一人あたり消費量（kg）;
pi： 第 i 種の民需品の平均生産能力（kg/ha）;
aai： 一人あたりの第 i 種の民需品を換算するエコロジカル・生産性土地の面積（ha）;
rj： 均衡因子











2006 年の水域キャリング・キャパシティーは 2005 年と
比べて約 0.14gha/cap に減少した。要因というと、2006
年の水域収量係数は 13.70 であり、2005 年の 27.27 から
13.57 に減少した。
5．2．2．生態黒字分析

























図 9 から見ると、崇明島の万元 GDP エコロジカル・
フットプリントは全体的に減少する勢いにあったが、変
動現象もあった。図 3 が示しているように、2001-2008
年の間崇明島の GDP は年々増加し、2001 年の 57.8 億元


















図 10 によると、2002 年以外に、崇明島は 2001-2008
年の生態圧力指数が全体的に増加する勢いを表れてい



















































































面積は 9.19Km² で、全島総面積の 0.7％を占め、2020 年





ビス型土地面積は 5Km² で全島総面積の 0.4％を占め、







は 710.71Km² であり、2020 年まで 520Km² の農地を計
画している。














がとても豊富である。文献資料（Zhao et al., 2008）に
より、2010 年崇明島の干潟総面積は 10,989 ヘクタール、
2020 年まで 12,189 ヘクタールになると確定している。
表 7 によると、2010 年と比べ、崇明島は 2020 年の耕地
用地面積は 19,071 ヘクタール減少し、約 27％である。
林地用地面積は 17,120 ヘクタールを増加し、約 77％で


























的に開発建設を計画している。2010 年まで 10 万 Kw の
風力発電が完了できるようだ。2020 年は崇明北部沿風
発電所を建設し続ける。崇明島北部と東部風力資源の開














ある。つまり、総人口 60 万人の中で非農業人口 27 万人
と農業人口 33 万人である。2020 年に崇明島都市化レベ
ルは 78.5％に達する予定である。総人口は 65 万人であ










の特性と結び付けて、崇明島 2010 年と 2020 年の生物資
源の消費状況を予測する。




が 82 万トン、年間発電能力が 12.8 億 Kw/ 時である。「崇
明三島総体計画」（2005-2020 年）によると、2020 年ま
表７：2010 年と 2020 年崇明島の土地利用面積計画
－ 80 －




2010 年と 2020 年の崇明島エコロジカル・フットプリン
トの予測結果は均衡係数で調整した結果である。表 8 に
示すように、2010 年の一人当たりのエコロジカル・フッ




各土地の均衡係数は「Living Planet Report 2008」で
公開したデータを用いて、収量係数は 2008 年のデータ
を使った。上記のデータを用いて、2010 年と 2020 年崇
明島各生物生産性土地のキャリング・キャパシティーを
計算することができる。
表 9 に示すように、2020 年は 2010 年より一人当たり
のキャリング・キャパシティーは 0.14gha が減らした。
2020 年の耕地は 2010 年より 0.18 ヘクタールを減少し、
水域の一人当たりのキャリング・キャパシティーも減少
した一方で、林地、建設用地と干潟湿地の一人当たりキャ
表８：崇明島 2010 年と 2020 年エコロジカル・フットプリント予測結果（gha/cap）





は 2010 年の 46.58％から 2020 年の 35.60％に減少する一
方で、他の 4 つ土地利用のキャリング・キャパシティー
が少しの増加傾向がある。
2010 年と 2020 年崇明島の生態系がそれぞれの黒字で、
0.21gha と 0.04gha と表している。
6．4．島嶼生態系の安全性予測
2010 年と 2020 年の生エコロジカル・フットプリント















農地計画が 2010 年より 19,071gha を減少するため、耕
地のキャリング・キャパシティーは 0.18gha を減少した
ことが要因である。
崇明島は 2001-2008 年から、2010-2020 年の予測値ま
でのデータからみると、崇明島の生態系が黒字と表して





























表 10：崇明島 2010 年と 2020 年における生態安全性予測
－ 82 －
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